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昨年 5月、（一社）日本UAS産業振興協議会（JUIDA）認定校として「GAMドローンスクール仙台」を創業し、
無人航空機操縦者技能証明書（一等・二等）取得の実技免除が可能な登録講習機関となっている。懇切丁寧
なマンツーマン指導を通じて、優秀なドローン人材を育成するとともに、将来的には建物やインフラ設備の
点検、地形の測量等、ドローン技術の強みをより活かせる事業を構想している。	 （詳細は 4ページ）

元気な事業所紹介 株式会社GAM（みやぎ仙台商工会）
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館
（
い
の
ち
の
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
で
は
、
八
人
の
テ
ー
マ
事
業

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
と
イ
ベ
ン
ト

で
構
成
さ
れ
、
未
来
社
会
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
事
業
で
は
、
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
と
多
言
語
自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
。

会
場
内
外
の
万
博
参
加
機
会
で

は
、
会
場
整
備
参
加
、
運
営
参
加
、

催
事
参
加
、
営
業
参
加
を
募
集
し

て
い
る
こ
と
や
、
万
博
来
場
者
を

地
域
に
誘
客
し
推
進
効
果
を
全
国

に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
博
覧
会
協

会
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、
万
博

テ
ー
マ
と
親
和
性
の
あ
る
各
地
域

の
取
組
や
文
化
等
を
体
験
す
る
旅

行
商
品
を
情
報
発
信
、
販
売
を
実

施
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
機
運

醸
成
の
た
め
の
協
力
依
頼
が
な
さ

れ
講
演
が
終
了
し
た
。

「
地
域
の
未
来
を
創
る
」

「
地
域
の
未
来
を
創
る
」

小
規
模
事
業
者
施
策
に
つ
い
て

小
規
模
事
業
者
施
策
に
つ
い
て

︱
商
工
会
長
会
議
・
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱

︱
商
工
会
長
会
議
・
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱

続
い
て
、
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
顧

問　

参
議
院
議
員　

越
智
俊
之

氏
よ
り
、『「
地
域
の
未
来
を
創

る
」
小
規
模
事
業
者
政
策
に
つ
い

て
』
と
題
し
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
関
連
施
策
が
決
定
す
る
ま
で

の
国
会
等
で
の
流
れ
を
交
え
な
が

ら
、
国
の
令
和
四
年
度
補
正
予
算

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け

一
兆
千
百
九
十
億
円
の
概
要
等
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
、（
公
社
）
二
〇
二
五

年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
機
運
醸

成
局
地
域
・
観
光
部　

川
村
泰
正

審
議
役
よ
り
、「
二
〇
二
五
年
日

本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万

博
）
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
た
。

二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会

は
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

二
〇
二
五
年
四
月
十
三
日
～
十
月

十
三
日
の
会
期
で
大
阪
府
の
夢
洲

に
て
開
催
さ
れ
、百
五
十
三
か
国
・

地
域
、
八
国
際
機
関
が
参
加
表
明

し
て
い
る
（
二
〇
二
三
年
三
月

二
十
四
日
現
在
）。
公
式
参
加
国
、

政
府
、
自
治
体
、
企
業
・
団
体
が

パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
し
、
テ
ー
マ

去
る
九
月
二
十
五
日
、
ホ
テ
ル

白
萩
に
て
、
県
下
商
工
会
長
等

三
十
二
名
が
参
加
の
も
と
商
工
会

長
会
議
・
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。

商
工
会
長
会
議
で
は
、
①
令
和

六
年
度
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
関
連
予
算
概
算
要
求
等
の
概
要

に
つ
い
て
、
②
本
会
及
び
商
工
会

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
及
び
電
子
帳

簿
保
存
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

③
商
工
会
等
職
員
の
定
年
延
長
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
④
商
工
会

役
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守
に
つ
い
て
の
四
議
題
に
つ
い
て

慎
重
審
議
が
行
わ
れ
た
。

全国商工会連合会顧問　越智俊之参議院議員

挨拶する佐藤会長

栄えある受章（賞）おめでとうございます
この度、商工会関係で次の方々が受章（賞）されることとなりました。

晴れの栄誉に輝かれたことをお祝い申し上げます。

 

秋
の
叙
勲 

【
旭
日
単
光
章
】

小
島　

哲
夫
氏

（
名
取
市
商
工
会　

会
長
）

渡
邉　

新
美
氏

（
遠
田
商
工
会　

会
長
）

千
葉　

キ
ミ
子
氏

（
栗
原
南
部
商
工
会　

会
長
）

佐
藤　

有
一
氏

（
若
柳
金
成
商
工
会　

会
長
）

熊
谷　
　

毅
氏

（
み
や
ぎ
北
上
商
工
会　

会
長
）

 

文
化
の
日
表
彰 
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webセミナーを受講する会員の方々

本
会
で
は
、
令
和
五
年
十
月
一

日
か
ら
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）」
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
理
解
促
進
と
そ

の
対
応
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
去
る
九
月
六
日
・

二
十
一
日
の
二
日
間
、
県
内
の
会

員
事
業
者
等
二
百
六
十
七
名
参
加

の
も
と
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
受
講
者
が
容

易
に
参
加
で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
、
講
師
の
公
認
会
計

士　

川
口
宏
之
氏
よ
り
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
の
実
務
対
応
と
し

て
、
請
求
書
等
の
変
更
対
応
や
顧

客
と
の
取
引
上
に
お
け
る
留
意
点

の
他
、
税
制
改
正
に
関
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い

た
。ま

ず
、
請
求
書
等
の
変
更
対
応

で
は
、
適
格
請
求
書
に
記
載
が
必

要
な
項
目
の
説
明
か
ら
消
費
税
額

の
端
数
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
る
と
と
も
に
、
顧
客
と
の

取
引
上
に
お
け
る
留
意
点
で
は
、

免
税
事
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る

仕
入
税
額
控
除
の
経
過
措
置
や
仕

訳
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
解

説
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
免
税
事
業
者
に
対
す
る

一
方
的
な
値
引
き
交
渉
や
取
引
の

停
止
等
、
双
方
の
合
意
の
な
い
交

渉
は
下
請
法
や
独
占
禁
止
法
に
抵

触
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
留
意
が

必
要
で
あ
る
と
説
明
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
税
制

改
正
で
は
、「
少
額
特
例
」と
し
て
、

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
一
億

円
以
下
の
事
業
者
は
、
制
度
開
始

後
六
年
間
に
限
り
、
税
込
一
万
円

未
満
の
経
費
等
は
適
格
請
求
書
が

な
く
て
も
帳
簿
の
保
存
だ
け
で
仕

入
税
額
控
除
が
可
能
と
な
り
事
務

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
経
過
措
置
な

ど
重
要
な
改
正
内
容
の
解
説
が
な

さ
れ
た
。

講
義
後
に
は
参
加
者
か
ら
講
師

へ
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
講
義
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
理
解
を
深
め
ら
れ

た
」と
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

た
。

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

令和４年１月１日に「電子帳簿保存法」が改正され、

令和６年１月１日からは「電子取引データ」の電子保存が

義務化されます。

本セミナーでは、電子帳簿保存法の全体像から

実務対応のポイント・注意点まで専門家がわかりやすく

お伝えします。

【日 時】 ① 11 月 27 日（月）10:00～12:00

② 12 月 22 日（金）14:00～16:00

※①・②とも同内容です。

【実施方法】 オンライン方式（Zoom）

【募集人数】 上限なし（要事前申込）

【講 師】 川口宏之公認会計士事務所 代表

公認会計士 川口 宏之 氏

【申込方法】 最寄りの商工会へお問い合わせください。

◆主催： 宮城県商工会連合会 （☎022-225-8751）

電子帳簿
保存法
対策セミナー

受講
無料

宮城県からのお知らせ：「みやぎ発展税」の活用実績と成果について紹介します
「みやぎ発展税」は、「富県宮城の実現」に向けた産業振興や、震災の被害最小化に向けた対策を推進するため、平成
20年 3 月に導入したものです。
これまでの成果としては、自動車関連産業や高度電子機械関連産業などの企業集積が進展しました。また、東日本大
震災の教訓を生かし、避難所として活用される県立高等学校の体育館や武道場にある、つり天井の撤去といった耐震化
事業などを実施することができました。
令和 4年度には、課税期間を 5年間延長し、これまでの取組を継続するとともに、人口減少社会の中での県経済の持
続的な発展や、DX（デジタル・トランスフォーメーション）、激甚化する自然災害などの新たな課題にも積極的に取り
組んでおります。
令和 4年度の活用実績と成果の詳細については、下記ホームページを御覧ください。
　　URL：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukensui/r4hattenzei.html

課税期間
（第 1期）
（第 2期）
（第 3期）
（第 4期）

平成20年 3 月〜令和10年 2 月
平成20年 3 月〜平成25年 2 月（ 5年間）
平成25年 3 月〜平成30年 2 月（ 5年間）
平成30年 3 月〜令和 5年 2月（ 5年間）
令和 5年 3月〜令和10年 2 月（ 5年間）

超過税率
「みやぎ発展税」導入時の宮城県県税
条例第41条（法人事業税）に定める税
率（＝標準税率）の 5％相当額

適用法人

資本金又は出資金の額が 1億円を超え
る法人、若しくは所得が年 4千万円（収
入金額の場合、年 3億 2千万円）を超
える法人等

「みやぎ発展税」 の活用施策

１　産業振興パッケージ
①企業集積促進
②技術高度化支援
③中小企業・小規模事業者活性化
④人材育成促進
⑤人材確保支援
⑥地域産業振興促進

２　災害対策パッケージ
　　（旧：震災対策パッケージ）

①災害に対応する産業活動基盤の強化
②防災体制の整備

◆お問い合わせ先
宮城県経済商工観光部
富県宮城推進室
TEL：022-211-2792
FAX：022-211-2719
E-mail：
fukensuis@pref.miyagi.lg.jp
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【
事
業
所
の
概
要
】

令
和
四
年
五
月
、
仙
台
市
泉
区

野
村
で
不
動
産
業
・
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
と
し
て
起
業
し
ま
し
た
。

代
表
は
二
十
二
歳
よ
り
長
年
に

わ
た
り
不
動
産
業
界
に
従
事
、
そ

の
傍
ら
、
今
後
ド
ロ
ー
ン
が
様
々

な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
事
を
見
通

し
、
国
家
資
格
の
一
等
無
人
航
空

機
操
縦
者
技
能
証
明
等
の
資
格
を

取
得
。
不
動
産
業
界
や
様
々
な
分

野
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
販
売

促
進
・
経
費
削
減
に
繋
が
る
こ
と

を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

【
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
】

昨
年
十
二
月
か
ら
ド
ロ
ー
ン
操

縦
士
が
国
家
資
格
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
急
激
に
問
合
せ
が
増
え

ま
し
た
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が『
現

在
の
飛
行
方
法
が
法
律
に
違
反
し

て
な
い
か
』と
い
う
も
の
で
し
た
。

企
業
様
は
も
と
よ
り
受
講
生
様

か
ら
も
、
受
講
後
は
安
心
し
て
業

務
に
従
事
で
き
る
と
お
礼
の
連
絡

を
頂
く
事
も
多
く
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
業
務

は
危
険
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
保

守
点
検
作
業
、
害
虫
駆
除
、
建

築
、
土
木
、
防
災
、
鳥
獣
被
害
対

策
、更
に
は
文
化
財
の
デ
ー
タ
化
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
近
年
は
活
躍
の
場

を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

弊
社
で
は
、
受
講
生
の
方
々
に

ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
み
な
ら
ず
、
安

全
な
飛
行
計
画
立
案
ま
で
一
人
一

人
に
適
し
た
懇
切
丁
寧
な
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
創
業
か
ら
約
一

年
で
、
二
等
無
人
航
空
機
操
縦
士

十
一
名
を
は
じ
め
、
約
八
十
名
の

方
と
ご
縁
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
一
等
無
人
航
空

機
操
縦
士
を
目
指
す
受
講
生
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
等
商
工
会
の
活
用
に
つ

い
て
】

起
業
時
に
、『
宮
城
県
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
加
速
化
支
援
事
業
』
を

申
請
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
計
画

の
策
定
支
援
、
審
査
員
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
様
々

な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
事
業
を
行
う
に
あ
た

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
経
営
革
新
計

画
の
承
認
申
請
に
つ
い
て
も
計
画

策
定
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

戴
し
、
無
事
七
月
に
承
認
を
頂
き

ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
補
助
金
の
申
請
時

に
は
、弊
社
の
強
み
の
洗
い
出
し
、

外
部
環
境
の
分
析
、
事
業
を
通
じ

て
ど
の
様
に
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
の
か
等
、
計
画
策
定
に
あ
た
り

親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
し
て
会
計
業
務
で
は
、
確
定

申
告
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
悩
み

も
解
決
す
る
事
が
で
き
、
大
変
お

世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

【
今
後
の
展
望
】

創
業
一
年
目
は
不
動
産
業
よ
り

も
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上

げ
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
積
極
的
に
地
域
の
皆
様
や

不
動
産
業
者
様
を
は
じ
め
様
々
な

分
野
の
方
と
交
流
を
図
り
ド
ロ
ー

ン
操
縦
士
の
育
成
と
共
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国家試験では合格まで
しっかりサポート

実演の疑問点は納得するまで指導

元気な事業所紹介

「ドローンによる空の産業革命」
株式会社GAM　代表取締役　大井　進　氏
住　　所：仙台市泉区野村字二重袋前5－1
電話番号：022－347－4959　　ＦＡＸ：022－347－4213
メールアドレス：air_trip@s-gam.com　　ホームページURL：https://s-gam.com/

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ
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●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

【支援状況のレポート】
経営環境激変下。県内の相談状況を振り返ります。

宮城県よろず支援拠点チーフコーディネーターの佐藤です。原材料やエネルギー価格の高騰、イ
ンボイスの開始、ALPS処理水による風評被害などなど、目まぐるしく世の中が変化しています。
大変な環境激変下ではありますが、当拠点は、本業を強化する売上拡大と、資金繰り改善の両面を
しっかりとサポートさせて頂きます。
今回は、当拠点の上半期が終了した現時点の相談傾向について振り返り、どのようなご相談が多

かったのかを、この環境変化を踏まえて解説したいと思います。
まずは対面、及びオンラインで1時間をしっかり確保した相談件数は、半年間で延べ2,116件。

月あたり352件の相談です。おそらく東北管内よろず支援拠点の中でナンバーワンの相談件数と
思います。相談の内訳は、売上拡大が82%、経営改善が12%、創業が4%です。ほとんどの事業
者さまが更なる売上アップのために前向きな相談をなさっていることが分かります（図1を参照）。
また詳細な相談テーマでは、IT活用（売上拡大）が最も多く、次いで商品開発、IT活用（効率アップ）、

広告デザイン、資金繰り、と続きます（図2を参照）。ご相談にお越し頂くのは、従業員5名以下の
小規模事業者さまが85%ですが、ITを積極活用し売上拡大を図りつつ、広告宣伝にも力を入れて
いる方が多いことが伺えます。また資金繰りにも同時に取り組み、財務状況を健全に回復しながら
事業を推進していることも見て取れます。
このように環境激変下のなかでも、ITを活用したDXを実現しながら売上拡大と資金繰り改善に

取り組まれている事業者さ
まが多くいらっしゃること
が分かりました。皆さまも
ぜひ当拠点にお気軽にご相
談頂けますとうれしく思い
ます。
経営のお悩み解決します。

あなたのチャレンジ、本気
でカタチにしませんか?

福島第一原子力発電所の処理水放出に関する損害賠償専用ダイヤル
(東京電力ホールディングス株式会社 福島原子力補償相談室)

電話 ： ０１２０-４２９-２５０
受付時間／９：００～１９：００（月～金（除く休祝日））

９：００～１７：００（土・日・休祝日）

詳細はこち

らのＨＰを

ご参照くだ

さい。

図1 図2
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先日、礼服を着る機会があり久々に試着した瞬間、
ズ、ズボンが・・・。突然の出来事に得も言えぬ苛立
ちと焦りを感じましたが、幸いにもアジャスター付きだ
ったのでなんとか乗り切ることができました。この「ア
ジャスター」、それなりが大好きな小職にとって性善説
的に心地よい響きだなぁと実感した一コマでした。
さて、このことを企業経営に置き換えてみたらどうで
しょう。常に周りを意識して安全運転していたとしても、
どんな災い？が襲ってくるかは神のみぞ知る、ですね。
自社のゴール・ビジョンに向かって自律自走していくた
めには、先が読めない厄介なテーマとも向き合っていく
ことが重要なことのようです。

▶ 環境の変化にアジャストしていこう
経営環境分析で有名な手法と言えばSWOT分析。一

方で短期志向になり易いことや、過去の延長線上の経
営の改善策といった発想しか出てこないなどの声も聞か
れます。そこで、近年では最初に将来のあるべき姿を
描き、次にゴールに到達するための道筋を考えていく思
考法が注目されてきました。内閣府では企業価値を的
確に評価し経営をデザインするシナリオとして「経営デ
ザインシート」を提唱。ものづくり補助金や事業再構
築補助金等で活用推奨しています。SWOT分析が「過
去から現在」ならば、経営デザインシートは「未来か
ら現在」といったところでしょうか。これもまた二刀流！？
確かに未来を検討するツールとしては有益のようです
が、自力で「これから」をデザインするには難しく、第
三者の支援が必要です。じゃ、どこに行けばいいの？・・
それはもちろん「行きます　聞きます　提案します」の
商工会が一番。時代の変化にアジャストしていく皆様の
強い味方になってくれること間違いなしです！

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～次のステージへ、日頃のがんばりをカタチにしませんか～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

宮城県（地域別）最低賃金 が改定されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 923円 令和5年10月1日

年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
賃金が最低賃金以上になっているか、確認してみましょう。

最低賃金に関するお問い合せは、宮城労働局または最寄りの労働基準監督署へ

■ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
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「続けたい」と「始めたい」をつなげる。

後継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお考えの方と、
創業や事業拡大等に向けて「事業を譲り受けたい」とお考えの方をつなぐ、
マッチングサービス「事業承継マッチング支援」を提供しています。

日本公庫 事業承継マッチング 検 索

こちらの二次元コード
からもご覧いただけます。

業 務 改 善 助 成 金 の制 度 が拡 充 されています！

お問い合わせ：業務改善助成金コールセンター　☎0120－366－440 （受付時間平日8:30～17:15）

業務改善助成金とは、事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）を引き上げ、設備投資等を行った中小
企業・小規模事業者等に、その費用の一部を助成する制度です。
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光
部
中
小
企
業
支
援
室
の
三
井
様

か
ら
中
小
企
業
等
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
事
業
補
助
金
の
説
明
が
あ
り
、

最
後
に
劒
重
副
会
長
の
閉
会
挨
拶

で
研
修
会
は
終
了
し
た
。

去
る
九
月
八
日
、
パ
レ
ス
へ
い

あ
ん
に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
青

年
部
員
五
十
名
参
加
の
も
と
、
ヨ

シ
モ
ト
式
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
エ
イ
タ
ー	

篠
原
充
彦
氏
を

講
師
に
迎
え
、研
修
会
を
行
っ
た
。

篠
原
氏
か
ら
は
、
漫
才
師
時
代

の
七
年
間
の
活
動
・
経
験
で
得
た

対
人
ス
キ
ル
を
は
じ
め
、
職
場
や

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
活
か
す
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や

極
意
な
ど
、
ワ
ー
ク
形
式
や
参
加

型
の
ク
イ
ズ
形
式
、
さ
ら
に
は
現

役
人
気
お
笑
い
芸
人
の
映
像
か

ら
「
笑
い
」
を
通
し
具
体
例
が
話

さ
れ
、
参
加
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
理
解

を
深
め
た
。

最
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
け
る
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
と
は

相
手
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

る
こ
と
＝
「
愛
」
で
あ
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
、
早
速
実
践
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
終
了
後
、
県
青
連
活
動
報

告
と
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
事
業
促
進
・
交
流
推
進
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
各
委
員
会
の
担
当
副

会
長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宮
城
県
経
済
商
工
観

第
二
十
四
回
商
工
会
女
性
部
全

国
大
会
が
十
月
十
八
日
、
静
岡

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
本
県
か
ら
は

二
十
九
名
の
女
性
部
員
参
加
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

主
張
発
表
全
国
大
会
で
は
、
全

国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
者
が
発
表
を
行
っ
た
。

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
と
し
て
本
県
か
ら
、
み
や
ぎ
仙

台
商
工
会
女
性
部
に
所
属
す
る
高

橋
知
子
さ
ん
が
東
北
各
地
の
女
性

部
員
か
ら
の
声
援
を
受
け
て
、『
女

性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ

く
り	

～
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
私
た
ち
の
強
み
～
』
の
テ
ー
マ

で
地
域
振
興
を
通
し
て
感
じ
た
気

づ
き
や
、
こ
れ
か
ら
地
域
を
強
く

し
て
い
く
取
り
組
み
へ
の
意
気
込

み
等
を
堂
々
と
発
表
し
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、「
女
性
部
活

動
か
ら
学
ぶ
、
島
の
子
供
達
と
の

ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
崎

県
対
馬
の
活
性
化
の
た
め
地
域
の

子
供
達
と
一
緒
に
ひ
ま
わ
り
三
千

本
を
育
て
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
し
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の

小
川
博
子
さ
ん
（
長
崎
県
対
馬
市

商
工
会
）
が
見
事
輝
い
た
。

基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
薬

学
部
教
授
池
谷
裕
二
氏
よ
り
「
脳

か
ら
考
え
る
や
る
気
と
熱
意
、
そ

し
て
加
齢
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

最
後
に
、
次
回
開
催
県
の
引
継

ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
来
年

度
行
わ
れ
る
予
定
の
三
重
県
に
大

会
旗
が
引
き
継
が
れ
た
。

コミュニケーションの極意を説く篠原氏

表現豊かに発表する高橋知子さん
（みやぎ仙台）

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

『小規模事業者持続化補助金』をおススメします！
持続化補助金とは？

小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な

経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓や

生産性向上の取組を支援する制度です。

〇対象経費 ： チラシ作成、広告掲載、店舗改装、新商品開発など

〇補助率・補助上限額

①通常枠 補助率２/３ 補助上限額 50 万円

②賃金引上げ枠
補助率２/３ 補助上限額 200 万円
（赤字事業者は補助率３/４）

③卒業枠・後継者支援枠・
創業枠

補助率２/３ 補助上限額 200 万円

④インボイス特例
上記の①②③の各申請枠に
補助上限額 50 万円を上乗せ

〇公募締切 ： 【第１４回】 令和 5 年１２月１２日（火）
＊補助金申請・経営計画策定に

関するご相談は最寄りの商工会へ

がんばろう！

宮城の小規模事業者！

高
橋
知
子
さ
ん（
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
女
性
部
）

優
秀
賞
を
受
賞

︱
第
二
十
四
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
し
ず
お
か
︱

職
場
を
活
性
化
す
る

ツ
ッ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

︱
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
︱


